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1 はじめに
この文書は，測位技術振興会研究発表講演会の講演論文集に投稿する際の標準的フォーマットについて説明
しています．LATEXを使用する際は，同梱のスタイルファイル（sapt.sty）を使用することで，この文書と同
じ出力が得られます．他のワードプロセッサ（Word等）を使用する場合は，本フォーマットを参考に執筆し
て下さい．

1.1 用紙サイズ，マージン等

用紙は A4サイズとし，4辺ともに 25mmのマージンを取って，1コラムで執筆して下さい．ページ番号は
入れないでください．使用言語は日本語または英語とします．

1.2 タイトル，著者名，フォントサイズ等

本文は 10ptを標準のフォントサイズとし，論文タイトルは 14pt，著者名は標準サイズを推奨します．タイ
トルと著者名には英文を併記してください．また，著者名の後に英文のアブストラクトを記載してください．
なお，英文で執筆する場合は和文タイトル，和文著者名の記載は必要ありません．

• LATEX(sapt.sty) を使用する場合は，「\english」を宣言することで和文タイトル，和文著者名が出力さ
れなくなります．

2 数式，図，表等

ρpu = r + c(δtu − δtp) + I + T + e (1)

Φ = r + c(δtu − δtp)− I + T +N + ε (2)

数式は中央揃えとし，必要に応じて数式番号を付記して下さい．図表には必ずキャプションを付け，図番号，
表番号を付記して下さい（図 1，表 1参照）．図表中の文字は判読可能なサイズとなるよう注意して下さい．



図 1 図挿入の例

表 1 表挿入の例
パラメータ WGS-84 GRS80

長半径 (a) [m] 6378137.0 6378137.0

扁平率 (f) 1/298.257223563 1/298.257222101

3 参考文献
本文書の例を参考にして参考文献リストを作成し，論文末尾に付けて下さい．本文中で参考文献を参照する
際は，[1]のように文献番号を指定して下さい.

4 原稿の提出にあたって
原稿は PDF形式に変換したものをご提出下さい．変換にあたり，使用しているフォントが全て埋め込まれ
ていることをご確認下さい．事務局にてページ番号や講演会名の挿入作業を行いますので，PDFファイルに
はセキュリティをかけないで下さい．
その他ご不明な点が有りましたら，事務局（office@jsapt.net）までお問い合わせ下さい．
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